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計算式（設定） 2025/8/20 更新

メニューから見積のアイコンを選択し、開いた画面から実行予算または実行予算
GC をクリックします。

実行予算または実行予算 GC の一覧が開きます。

❶

❷
更新戻る 新規登録

メニュー＞実行予算または実行予算 GC の
見積詳細で、計算式を入力し、CAD データを
取込むと、素早く発注数量に変換できる
機能です。

実行予算または実行予算 GC の選択はご契約内容などにより
異なります。

情報展開

※式の入力箇所は P4 〜 P11
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❸ 新規作成または計算式を埋め込みたい見積を選択します。テンプレート用に作成
している見積などに、計算式を埋め込んでおくと CAD データを取り込むだけで
見積・実行予算がすぐに作成できます。

❹ 新規作成用の画面が開きます。名称を入力し、そのまま確定をクリックします。

ここでは、新規で作成する方法にします。新規作成のアイコンをクリックします。

※式の入力箇所は P4 〜 P11

※式の入力箇所は P4 〜 P11
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新規で作成されました。　　　見積詳細アイコンをクリックします。❺

何も作成されていない画面が開きます。　新規で行を追加します。❻
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新規で行が追加されました。❼

項目名を選択します。　または手入力します。

項目名の右側の　　　　をクリックします。

計算式が未設定

計算式が登録済

補足
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計算式の設定箇所が開きます。　左下部分に計算式を入力します。
①が計算式を入力する箇所です。②は CAD データファイルをアップする箇所です。❽

【計算式の種類】　　※エクセルの関数とは若干違います。ご注意ください。

①

②

IF(,,)
IF（' 条件 ',' 真の場合の値 ',’ 偽の場合の値 ’）
SUM(''.'')
SUM（' 列の値 ',' 条件 '）※条件は複数 OK
カンマで区切ります。

ROUND()　小数点以下を四捨五入

CEIL()　小数点以下を切り上げ

FLOOR()　小数点以下を切り捨て

ほぼ等しい（文字のみ） 値が一致しない
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下図は CAD から出力したデータサンプルです。　通常 CSV 形式で作成されて
います。取込む CAD データに合わせて、式を設定します。　❾

上記のCADデータは、SHAREに取り込むと、列名がA、B、Cなどと表示されます。

CAD データを左上のファイル選択から読み込んだ後の画面です。
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計算式は下記の規則で作成します。　　　　　枠内の行の数値を取込みたい式の場合。➓    

C 列の数値が必要なので 'C' と入力します。

SUM('C', ' ○○○ ')
カンマ (,) やカッコ ()、' 　シングルクオーテーションは全て半角
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どの列の数値が必要か、を指定します。
ここでは、B 列の　床 面積、E 列の 1 階 < 洗面脱衣室 > の数値　
4.41405 が必要なので記入します。

SUM('C','E=1 階 < 洗面脱衣室 >,B= 床面積 ')

式の完成です。　　　の枠内の数値を取り込めるようになります。

E 列の 1 階 < 洗面脱衣室 > と B 列の　床面積　と指定する。
半角スペースや全角スペースなども正確に必要です。

補足 式を作る途中で、ファイルを読み込んでいれば、
「記入」をクリックし、「数量計算」をクリックする
ことで、数量が取り込めるかテストできます。

式を途中で編集したりする場合、式を作り終えた後、「記入」をクリックし保存します。重要

SUM(‘C’,’B= 床面積 ’) でも取込みますが、B 列に（床面積）と書かれているもの全てを自動で集計
した数字を返します。　別条件の E 列 1 階 < 洗面脱衣室 > を追加すれば特定の行だけ抽出できます。

式の結果
（ファイルを読み込んでいれば）
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● 条件の式　　IF11

IF(SUM('C', 'B= 床 面積 ')<5,2,IF(SUM('C', 'B= 床 面積 ')<10,3,5))
B 列の　床 面積の数値
ここでは 4.1405 です。

C の数値が、５より小さ
い場合は、２を返します。

C の数値が、10 より小さい場合は、3 を
返します。
５より小さい＋１０より小さい以外の場合は
５を返します。

・'C','B= 床 面積 ''　が、５より小さい場合は、２を返す。（５は含まない）
・５〜９の場合は、３を返す。
・10 以上の場合は、５を返す。

と、いう式になります。

平米単価や坪単価で、30 坪〜 35 坪まではいくら、などの
価格の幅を設けている場合、この式で設定できます。補足
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● 切り捨てて整数にする　　　　　FLOOR12

FLOOR(SUM('C','B= 床 面積 '))

● 切り上げて整数にする　　　　　CEIL13

CEIL(SUM('C','B= 床 面積 '))

B 列に　「床  面積」　と書かれている全ての行の、C 列の数値を返すため、特定したい行がある場合は下記の式

特定行の式　FLOOR(SUM('C','E=1 階〈洗面脱衣室〉,B= 床 面積 '))

B 列に　「床  面積」　と書かれている全ての行の、C 列の数値を返すため、特定したい行がある場合は下記の式

特定行の式　CEIL(SUM('C','E=1 階〈洗面脱衣室〉,B= 床 面積 '))
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● 足す　　＋14

SUM('C','B= 床 面積 ')+SUM('C','B= 天井 面積 ')

● 足して割った答えを整数にする　　　CEIL ＋ /15

CEIL((SUM('C','B= 床 面積 ')+SUM('C','B= 天井 面積 '))/1.65)
ボードの枚数を算出する場合などに使用できます。

B 列に　「床  面積」　と書かれている全ての行の、C 列の数値を返すため、特定したい行がある場合は下記の式

特定行の式　SUM(’C’,’E=1 階 < 洗面脱衣室 >,B= 床 面積 ’)+SUM(’C’,’E=1 階 < 洗面脱衣室 >,B= 天井 面積 ’)
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● 2 つ以上足して答えの小数点を第 3 位まで表示する。 ＋16

SUM('C','B= 床 面積 ')+SUM('C','B= 天井 面積 ')

※第３位の数字が０になる場合は表示されず、第２位までの表示になります。

● 計算式を記入し終えたら、右上の　　　で閉じます。17

※通算時に、0.00（デフォルト値）を 0.000 に変更します。他の全ての式の返りも第３位までになってしまいます。
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● 保存します。
更にテンプレート化する場合は、右上の保存をクリックします。　　　18

テンプレート用の保存ボタン

補足 小数点表示を全体で設定する場合、この値を変更して「通算」します。
個別式の箇所で設定しても、全体通算時に全て設定した小数点表示
になります。
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❶ 計算式を搭載した見積に CAD データ（CSV データ）を取り込む方法

CAD データ取込み方法

実行予算または実行予算 GC の一覧が開きます。

実行予算または実行予算 GC の選択はご契約内容などに
より異なります。

メニュー＞見積＞実行予算または実行予算 GC を選択します。

更新戻る 新規登録
情報展開



15

❷ 新規作成のアイコンをクリックします。

❸ 新規作成用の画面が開きます。名称やその他の項目を入力し、計算式の入ったテ
ンプレートを選択します。
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❹ 一覧の一番上に新規で作成されます。　詳細アイコンをクリックし開きます。

❺ テンプレート内容を一瞬で作成できました。
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❻ CAD データ取込み用のアイコンをクリックします。

❼ ファイルを選択し、CAD データを選びます。
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❾ CAD データが表示されます。

➓ 通算を押すと、全ての設定された計算式を通して数値を取込みます。

全てを整数で返す場合は　　　　　　この箇所を変えておきます。
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完了した場合、通知されます。

式が間違っている場合、表示されます。
（間違っている式以外は計算された結果が表示されます。）

●11

●12

この式は、SUM の S が抜けているため計算されません。
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詳細画面を見ると、数値が取りこまれています。

間違っていた式は訂正します。

●13

●14


